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• 県内では木材利用を目的として植えた森林（人工林）が成長し、その多くが利用可能な時期を迎えて森林資源は充実。

• その一部はさらなる資源の充実と蓄積のために、伐採する時期を延長し高齢化。

• しかし、森林を管理するための資料となる収穫予想表（1983年作成）は高齢に対応しておらず、今後の管理方針が不明確。

• また、これまでの説では高齢では成長が止まるため、利用可能に大きさになったら伐採することが効率が良いとされてきた。

背景

目的

①高齢に対応した収穫予想表への更新

②高齢で成長が止まるか確認

・2020~23年に森林を調査したデータ：新規データ

・現在の収穫予想表に収録されたデータ：既存データ（1983）

・2002～06年に森林を調査したデータ：既存データ（2006）

データ

方法・結果

①林齢と樹高の関係

②樹高と直径の関係

③直径と材積の関係 ④直径と本数の関係

🔴用語の説明

◯林齢：森林の年齢（植えてからの年数）

◯樹高 ：木の高さ

◯直径：木の太さ

◯幹材積：木の堆積（樹高と直径から算定）

◯本数/ha：木の密度（1haに何本あるか）

全部調査はできないので関節的に推定

例：100m2に10本あれば1000本/ha

※1ha=10000m2

※主要な木（スギ・ヒノキ・カラマツ）を対象としたがヒノキの結果について示す

成果
①高齢対応収穫予想表の作成 ②150年まで成長（材積の増加）が継続

平均幹材積（その森林の木1本の平均的な材積）と本数を掛け算して森林全体の材積を算定する
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